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陳 述 書

2020年 3 月／0日

齊木責郎

1 私は、妻とともに20 1 5年10月1 4日から、横須賀市の長井漆山漁港に近い

現在の住所地に新築して住み始めました。

もともと東京に住んでおりましたが、妻が富士山が大好きで、これからは富士山

が見える見晴らしのよいところに住みたいと思い、相模湾越しにきれいに富士山が

見えるこの場所を見つけて引っ越してきました。

2 富士山がよく見えるような土地を探していたので、居住地は相模湾の波打ち際か

ら100メ ー トル程しか離れていない高台の縁近くに家を建てています。

下の土地との高低差は8メ ー トル弱、傾斜はほぼ垂直に近く、家の駐車場側に位

置する崖の部分には、コ ンクリ ー トの擁壁が設置されていますが、家側の方には擁

壁はなく、木や草が生い茂っている状態です。

2年前に、横須賀市の職員が、崖に擁壁を作る必要があるかどうかを調査しに来

ました。 その際は、崖が擁壁を作る基準の高さより低かったということで、特に何

もせずに調査は終了しました。 私はこのとき職員から聞いて、現在、私の家のある

場所は、土砂災害警戒区域（急傾斜）に指定されていることを知りました。

家と崖の距離は2メ ー トル程しかありませんので、もし崖が崩れたら、家も一緒

に崩れる可能性が高いです。
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